１． TRANSG.EXEで使用する座標データの入力フォーム

TRANSGで｢INTERP　DATA｣を選択した場合に必要なデータ

	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	A
	＊
	整数
	NPOINT
	入力した座標の個数

	
	
	
	
	

	B
	＊
	実数
	XPNT(I)
	出力したい位置のX座標

	
	＊
	実数
	YPNT(I)
	出力したい位置のY座標

	
	
	
	
	A-Groupで指定したNPOINT行必要

A-Group、B-Groupともフリーフォーマットで入力。｢カンマ｣か｢ブランク｣で区切りを入れてください。



２． GRAPH2G.EXEで使用するデータの入力フォーマット

	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	A
	1-5
	I5
	MAXTIM
	出力された総時間ステップ数

	
	6-10
	I5
	NUMHN
	水位の時間変化を出力したい最大節点個数

	
	11-15
	I5
	NUMQN
	流量の時間変化を出力したい最大節点個数

	
	16-20
	I5
	NUMVE1
	流速(単位幅あたりの流量)の時間変化を出力したい最大要素個数

	
	21-25
	I5
	NUMVE2
	流速(有効浸透高さで割った平均流速)の時間変化を出力したい最大要素個数

	
	
	
	
	

	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	B
	1-5
	I5
	NUMHN１
	水位の時間変化を出力したい節点のデータ数

	
	
	
	
	

	B’
	1-7
	I7
	IHNODE(1)
	水位の時間変化を出力したい節点番号

	
	8-14
	I7
	IHNODE(2)
	水位の時間変化を出力したい節点番号

	
	15-24
	I7
	IHNODE(3)
	水位頭の時間変化を出力したい節点番号


	
	：
	：
	：
	

	
	
	(10I7)
	
	B-GroupのNUMHN1個必要

B-GroupのNUMHN1＝０の場合、B’-Group

は省略


	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	C
	1-5
	I5
	NUMQN１
	流量の時間変化を出力したい節点のデータ数

	
	
	
	
	

	C’
	1-7
	I7
	IQNODE(1)
	流量の時間変化を出力したい節点番号

	
	8-14
	I7
	IQNODE(2)
	流量の時間変化を出力したい節点番号

	
	15-24
	I7
	IQNODE(3)
	流量の時間変化を出力したい節点番号

	
	：
	：
	：
	

	
	
	(10I7)
	
	C-GroupのNUMQN１＝０の場合、C’-Group

は省略



	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	D
	1-5
	I5
	NUMVE1１
	流速(単位幅あたりの流量)の時間変化を出力したい要素のデータ数

	D’
	1-7
	I7
	IV1ELEM (1)
	流速(単位幅あたりの流量)の時間変化を出力したい要素番号

	
	8-14
	I7
	IV1ELEM (2)
	流速(単位幅あたりの流量)の時間変化を出力したい要素番号

	
	15-24
	I7
	IV1ELEM(3)
	流速(単位幅あたりの流量)の時間変化を出力したい要素番号

	
	：
	：
	：
	

	
	
	(10I7)
	
	D-GroupのNUMVE1１＝０の場合、D’-Group

は省略



	Group
	Columns
	Form
	Symbol
	Description

	E
	1-5
	I5
	NUMVE2１
	流速(有効浸透高さで割った平均流速)の時間変化を出力したい要素のデータ数

	E’
	1-7
	I7
	IV2ELEM (1)
	流速(有効浸透高さで割った平均流速)の時間変化を出力したい要素番号

	
	8-14
	I7
	IV2ELEM (2)
	流速(有効浸透高さで割った平均流速)の時間変化を出力したい要素番号

	
	15-24
	I7
	IV2ELEM(3)
	流速(有効浸透高さで割った平均流速)の時間変化を出力したい要素番号

	
	：
	：
	：
	

	
	
	(10I7)
	
	E-GroupのNUMVE2１＝０の場合、E’-Group

は省略




各結果は以下のファイルに出力される。

GHTIME.CSV　水位を取り出した結果

      GQTIME.CSV　流量を取り出した結果

      GVDTIME.CSV流速（単位幅あたりの流量）を取り出した結果

      GVATIME.CSV流速（有効浸透高さで割った平均流速）を取り出した結果
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